
 

アングリカン・コミュニオン小グループ聖書研究 

ファシリテーター向けメモ 
ようこそ 

これらの聖書研究の資料は、Lambeth Conference およびランベスの呼びかけのフェーズ 3の一貫として作成さ

れました。各聖書研究はランベスの呼びかけのテーマの一つに沿うものです。詳細は Lambeth Conferenceのウ

ェブサイトをご覧ください。   

 

「呼びかけと応答」 - 聖書研究の形式 

ランベスの呼びかけはそれぞれアングリカン・コミュニオンに提出されており、応答することが勧められていま

す。聖書研究は、「呼びかけと応答」の形式に基づいており、次の 3つのステップに基づいています。 

 

1 - 呼びかけを聞く  

ランベスの呼びかけは何を探求し、何を意味するでしょうか。コミュニオンから情報を得ます（紹介ビデオを見

たり、導入ノートを読む)。 

 

2 - 聖書を聞く  

この呼びかけのテーマについての重要な箇所を探し、あなた自身の応答のヒントとします。  

 

3 - 応答を作成する 

ともに作業し、呼びかけへの応答を実践する方法を決定します。  

 

あなたのセッションの準備： 
 

1. セッションの前に、指定されたランベスの呼びかけのコピーを共有して、全員が会議の前に読めるよう

にします。この様式は Lambeth Conference ウェブサイトからダウンロードできます。 

2. グループが会合する際、参加者がくつろいだ気持ちになり、オープンで謙虚な気持ちでお互いに耳を傾

けることができるように、歓迎する雰囲気を作ります。  

3. 初めの祈りをもって導き、神の霊を招いて心を他の人の洞察に向けて開くようにします。 

4. 弟子育成に関するランベスの呼びかけを紹介し、グループのメンバーにきっかけとなる考えや質問を共

有するよう促します。 

5. 前もって導入ビデオを視聴し、聖書研究の際にそれを導入ノートと一緒に見せます。 

6. 聖書の一節をゆっくりと祈るように読みます。 

7. 印刷されたディスカッションの質問を用いて、ディスカッションを促すことができます。また、他の質

問を作成することもできます。正しい答えも間違った答えもありません。 

8. 各参加者に、学んだ内容と、自らの見通しがどのように変わったか（または変わりつつあるか）を共有

してもらいます。 

9. 各参加者に、学んだ内容に対して実践的な応答（大きなものでも小さなものでもよい）をするよう促し

、今後 1週間で実践するように促します。 

10. 終わりの祈り 

 

安心でき、勇気が持てる空間を創り出す 
 

研究グループは、6〜10人程度の小さなものとし、誰もが貢献できる機会が得られるようにすることが推奨され

ます。  

 

対話と相互学習のための安心できるスペースを作り上げるのに際し、ファシリテーターはグループ内のパワーダ

イナミクス（人種、性別、クラス、年齢、教育レベルなど）に注意を払う必要があります。参加者は、当該トピ

ックについて学習スタイルや知識レベルが異なることがあります。他の文化圏の人の声を聞く機会があまりなか

った人もいるかもしれません。  

 



 

ファシリテーターは、励まし、導き、そして忍耐を促す必要があります。各参加者が自分の方法とスピードで学

ぶことを理解し、個々の学びの余地を残すようにします。 

 

安心できる空間を作ることに加えて、各地域の文脈や文化に注意を払うことが重要です。このことは参加者の経

験に影響するからです。他の人と会話をすることは、別の人の文脈を新たに見るための鏡となります。ファシリ

テーターは、ディスカッションの質問を各地域の文脈に合わせて調整したり、他の質問を追加したりできます。 

 

聖霊があなたを新しい洞察と理解へと導いてくださることでしょう。 

 

あなたの物語を共有してください - ジョー主教からのメッセージ 

 

ジャーニーの各フェーズで、ランベスの呼びかけがあなたの文脈においてどのようなものになるかぜひ共有して

ください。祈り、写真、短い証しや物語、あなたのプロジェクトに関する情報から選択して共有することができ

ます。  

 

 

次の Webサイトからそれらを共有してください： 

https://www.lambethconference.org/phase-3/share-your-story/  

 

または、次のソーシャルメディアを通じて連絡してください： 

Facebook： /LambethConference 

Instagram： /LambethConference 

Twitter：@LambethConf 

 

または、Bishop Jo Bailey Wells（ジョー・ベイリー・ウェルズ主教 

まで電子メールを送ってください： 

ShareYourStory@lambethconference.org    
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